
中国四国管区警察局四国警察支局

神戸税関

採用機関の紹介（技術四国）

官庁訪問は、神戸税関本関で行います。

神戸税関自慢の庁舎にぜひお越しください！

税関 の仕事を知っていますか？

外国から輸入される品物に対して公平に税金をかける税の業務

外国と日本との関所として、麻薬などの密輸を取り締まる関の業務等

様々な業務があります。とてもやりがいのある仕事です！ 税関イメージキャラクター

「カスタム君」

１０月９日(金)～ 実施の官庁訪問 は、

個別質問会、庁舎案内、税関検査体験会 等

盛りだくさんな内容となっております。

少しでも興味がある方はぜひお越しください。

皆様にお会いできることを楽しみにしています！

詳しくは神戸税関採用ＨＰを

チェックしてください

財務省神戸税関人事課 （ 078-333-3013）
https://www.customs.go.jp/kobe/saiyou/01frame.htm

《お問い合わせ先》

採用案内ＨＰ

警察庁における技術系職員の役割

主に警察官が行う警察活動を「技術」によって支え、

これを通じて国の治安維持に貢献

【警察の神経系統の確保】

○警察独自の情報通信ネットワークの構築・維持

○災害発生時等における通信の確保、映像伝送

【デジタル社会の進展への対応】

○犯罪の取締りのための電子機器等の解析（デジタル鑑識）

○サイバー攻撃の予防・拡大防止

当局の業務は、誰もが未経験となるため、研修制度が充実していま

す。採用後は、一年を通して技術職員としての知識や技能を学ぶこと

ができます。

少しでも「警察庁技官」の仕事に興味があれば、ホームページで採

用案内やパンフレットをご確認ください。また、業務説明会の受付も

行っていますので、進路を考える上での参考としてください。

採用担当者から

中国四国管区警察局四国警察支局

情報通信部通信庶務・施設課人事給与係

087-821-3111

shikoku.syomu.jinji@npa.go.jp

お問い合わせ先

ホームページに業務説明会の案内や各種資料を掲

載しています。是非アクセスしてみて下さい！

【四国警察支局HP】



採用機関の紹介（技術四国）

農林水産省　中国四国農政局

四国森林管理局

《お問合せ先》 四国森林管理局 総務課

TEL  088-821-2010
https://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/index.html
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採用機関の紹介（技術四国）

四国運輸局（自動車・鉄道技術系）

＜問い合わせ先＞

国土交通省 四国運輸局 自動車技術安全部 技術課

ＴＥＬ 087-802-6785 Ｅ－ｍａｉｌ skt-shikoku_mbe_sd@ki.mlit.go.jp

安全安心な車社会を作るため、安心安全な鉄道交通を守るため、技術的な側面から取り組んでいます！

「自動車技術」

① 自動車の安全を維持するため、車検を行っています。

安全基準や環境基準をクリアしているか検査を行ったり、車検証を発行したりしています。

② 人や物を運ぶ自動車が正しく使われているか、バス会社やトラック会社を指導しています。

運転手の運転時間が守られているか、自動車が正しく管理されているかをチェックします。

「鉄道技術」

① 新しい駅や踏切、新しい車両の導入のため、書類審査や現地確認を行っています。

基準にクリアしているか書面で審査し、正しく踏切などが設置されているか現地で確認します。

② 鉄道が安全に運行されているか、鉄道会社を指導しています。

事故の発生を防ぐため基準に対応しているか、運転士や線路の管理が適切かチェックします。

身近な乗り物に携わる仕事だぴよ

技術系業務説明 採用案内

国土交通省 四国地方整備局



問い合わせ先
　防衛省陸上自衛隊　中部方面総監部
　人事部人事課職員人事管理室　採用担当
　ＴＥＬ　０７２－７８２－０００１

採用機関の紹介（技術四国）

防衛省　陸上自衛隊

陸上自衛隊で活躍する一般職（高卒）建築系採用職員に色々聞いてみました！

防衛省陸上自衛隊を志望した理由は何ですか？
　採用試験を受けるまでは自衛隊に関することをほとんど知りませんでしたが、民間企業も含めて就職先を考え
る中で自分の知らない世界にチャレンジするのも面白いかなと考え、入省を決意しました。

職場の雰囲気を教えてください。
　陸上自衛隊には色々な業務がありますが、自衛官と事務官等が協力し業務を進めていける良い雰囲気の職
場です。

入省後はどのような教育を受けましたか？
　私は、３か月ほどかけて営繕業務全般について学ぶことができる教育を受けました。
　その他、事務官・技官問わず様々な教育があります。


